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【背景・目的・成果】
おおや高原では傾斜地の雨除けハウスでホウレンソウの有機栽培を行っていますが、萎凋病の

発生により収量が低下しています。現地では熱水土壌消毒機が導入されていますが、耕盤が硬くさ
らに傾斜地であることから、熱水が染み込みにくく消毒効果が上がりにくいことが問題でした。

そこで、熱水土壌消毒前にサブソイラ施工後、傾斜の低い側から放射状に弾丸暗きょを入れるこ
とを考案したところ、熱水が染みこみやすくなり消毒効果が向上しました。

【技術の活用】
弾丸暗きょの施工を行えば、傾斜ハウスだけでなく、排水不良のハウスでの熱水土壌消毒にも

効果が上がります。
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結果
傾斜の高い側ではやや温
度が上がりにくい。

10cm下で50℃以上の地
温が確保できる。

　傾斜地での熱水消毒の傾斜の位置が地温に及ぼす影響

熱水量 傾斜     到達最高地温(℃) 50℃維持時間

(ℓ/㎡) 位置 10cm 20cm 30cm 10cm下(h)

高い側 52.7 41.4 38.0 4.0

低い側 54.0 39.9 37.5 4.5
ハウス規模：5.4×30m
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